
information

情報のまどinformation

information

相 談コーナー 相談は無料ですので、お気軽にお越しください12月
相談内容／問合先 開催日 時間 場所／備考

人権なんでも相談�
　人権擁護委員が、家庭や地域・職場等の
日常生活での悩みや心配、差別などの相談
に応じます。※申込不要
問  大津地方法務局　甲賀支局総務係
　 ☎６２−１８２８／ ６２−１７４８

 ２日（水）

１３時３０分
～１６時

かふか生涯学習館１階活動室　
 ７日（月） 土山開発センター２階談話室
１０日（木） 水口社会福祉センター２階身障研修室
１１日（金） 信楽開発センター１階会議室Ｆ
１５日（火） 市役所甲南庁舎３階和室

男女の悩みごと相談�
　家庭や職場等での男女間の様々な悩みご
とに応じます。電話または面接相談（面接
相談は要予約）
問  人権推進課　人権政策係
　 ☎６５−０６９４／ ６３−４５８２

7・14・21・28日（月）
2・9・16日（水）

4・11・１8・２5日（金）
９時～１６時 市役所水口庁舎１階人権推進課相談室

行政相談�
　国の仕事や特殊法人の業務について相談
に応じます。※申込不要
対応者／行政相談委員（総務省委嘱）
問  生活環境課
　 ☎６５−０６８６／ ６３−４５８２

 ７日（月）

１３時３０分
〜１６時

水口社会福祉センター
 ７日（月） 土山開発センター
１０日（木） かふか生涯学習館（甲賀）
１６日（水） 信楽開発センター
１８日（金） 甲賀市市民福祉活動センター（甲南）

就労相談�
　就職・転職のための情報提供や公共職業
安定所への取り次ぎを行います。
※申込不要
※�祝日の場合は、お休みとさせていただい
ております。
※�年末は、２８日以降、お休みとさせていた
だいております。

問  商工政策課
　 ☎６５−０７１０／ ６３−４０８７

１・８・１５・２２日（火）

９時３０分

～

１１時３０分

土山地域市民センター
１・８・１５・２２日（火） かえで会館
2・9・１6日（水） 西教育集会所
３・１７日（木） 宇川会館
１０・２４日（木） 甲南第一地域市民センター

４・１１・１８・２５日（金） 上野教育集会所
２・９・１６日（水） １３時３０分

～

１５時３０分

かふか生涯学習館
３・１０・１７・２４日（木） 清和会館
４・１１・１８・２５日（金） 信楽開発センター

結婚相談�
　結婚相談員が相談に応じます。※申込不要
持ち物／�顔または全身の写真１枚
問  農業振興課
　 ☎６５−０７１１／ ６３−４５９２

５・１９日（土） １３時～１６時 市役所水口庁舎　別館（仮設）

心配ごと相談�
　開催日当日受付、先着順　※予約不要
相談員／�民生委員児童委員�

社会福祉協議会相談員（水口のみ）
対象／市内在住の方
問  甲賀市社会福祉協議会
　 ☎６２−８０８５／ ６３−２０２１

12月4・7・11・14・18・
21・25日、1月4・8・15・
18・22・25・29日

毎週月・金曜日（祝日を除く） １３時３０分
〜１６時

水口社会福祉センター

12月8日、1月12日（火） 老人福祉センター　フィランソ土山
12月10日、1月14日（木） かふか生涯学習館（甲賀）
12月18日、1月15日（金） 甲賀市市民福祉活動センター（甲南）
12月16日、1月20日（水） 信楽地域市民センター

育ちと学びの相談�
　発達や教育、こころの悩みなどの相談
　※電話・ＦＡＸで相談の予約をしてください。
対象／�おおむね４歳以上の在園幼児、小・中・高校生～青年期の方（２５歳ごろまで）
※�おおむね４歳までのお子さんの相談は保健センター（☎６５−０７３６）にお問い合わせ
ください。

問  発達支援課　 ☎８６−８１００／ ８６−８３８０　（受付時間　午前９時～午後５時）

園や学校、市役所甲南庁舎、適応指
導教室など

相談窓口／☎６５−０７５１

時  日時  所  場所  内  内容  定  定員  対  対象  ￥ 料金  講  講師  申  申込先  方  申込方法  受  申込受付日時等  〆  申込締切  問  問い合せ先  他  その他

元
気
な
ま
ち
づ
く
り

　
「
神
山
・
江
田
版
の
地
方
創
生
へ
の
取
り

組
み
」
と
題
し
た
ま
ち
づ
く
り
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
市
の
政
策
推
進
課
職
員

を
講
師
に
招
い
て
25
年
後
の
神
山
・
江
田

の
人
口
推
計
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
今
後

の
人
口
減
少
問
題
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
人
口
減
少
に
立
ち
向
か
う

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
事
業
を
企

画
し
て
い
き
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て

　
災
害
対
策
と
し
て
、
災
害
に
よ
り
電
気・

水
道
が
止
ま
っ
た
状
態
を
想
定
し
て
避
難

所
生
活
を
体
験
す
る
、
避
難
体
験
会
を
開

き
ま
し
た
。
防
災
ベ
ン
チ
で
お
湯
を
沸
か

し
て
非
常
食
の
ア
ル
フ
ァ
米
を
試
食
し
た

後
、
消
防
署
職
員
の
方
か
ら
有
事
の
際
の

対
処
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
家
庭
内
防
災
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
防
災
啓
発
研
修
を
実
施
し
、
地
域

の
防
災
活
動
を
啓
蒙
し
て
い
き
ま
す
。

田
植
え
を
し
よ
う

　
子
ど
も
と
大
人
が
自
然
と
触
れ
合
い
、

自
然
と
生
き
る
大
切
さ
、
自
分
た
ち
が
住

ん
で
い
る
地
域
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て

も
ら
う
た
め
に
、
農
業
体
験
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
春
は
田
植
え
と
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植

え
で
す
。
素
足
で
田
ん
ぼ
へ
入
る
と
、「
ぬ

る
っ
」
と
し
た
土
の
感
触
に
子
ど
も
た
ち

の
歓
声
が
上
が
り
ま
す
。
秋
は
収
穫
祭
、

稲
刈
り
、
イ
モ
掘
り
を
し
て
、
自
然
の
恵

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
活
動

を
継
続
し
、
こ
の
よ
う
な
体
験
を
次
世
代

に
つ
な
げ
ら
れ
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

全
て
の
世
代
が
楽
し
め
る
活
動
を

　
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
パ
ソ
コ
ン
教

室
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
開
催
し
、
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
全
て
の
世
代
が
一
緒

に
楽
し
め
る
よ
う
な
活
動
を
推
進
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
魅
力
あ
る
神
山・江
田
を

「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」「
住
み
続
け
た
い
」に「
は

や
く
帰
り
た
い
」「
ぜ
ひ
、行
っ
て
み
た
い
」を

加
え
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

輝くキラリ No.04

　信楽学区自治振興会神山・江田分会は、神山・江田区民が
力を合わせ、魅力ある地域づくりをめざして設立されました。
　もともと隣同士の地域として交流のあった両区が、自治
振興会の設立により絆を一層深めて、「住んでよかった」「住
み続けたい」と思える地域づくりをめざして活動しています。

▲まちづくり研修会の様子

▲歓声をあげて田植えをする子どもたち

▲避難所生活を体験する区民

信楽学区自治振興会
神山・江田分会

輪
自治振興会の活動内容を紹介しています

地域の

問
い
合
わ
せ

信
楽
学
区
自
治
振
興
会
神
山
・
江
田
分
会
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